
６、CW関連ソフト紹介 
 

CW 関連のフリーウェアやシェアウエアはたくさんありますが、日本ではあまり紹介されていない外国製

ソフトのなかから Windows で動作する初心者から中級者まで楽しめるお勧めのソフトを３つご紹介しま

す。                                                A1 CLUB 事務局 

 

【MorseCat】 
ソフト種別：受信および送信練習用 

環境：Windows 3.1/95/98/SE/（XP でも OK のようです、2000 では動きません）  

ダウンロード：http://www.morsecat.de/ 

 

DK5CI が開発した多機能モールス受信・送信練習用ソフトです。 画面と説明は英語とドイツ語（切り替

え可）ですが、符号の発生方法は考えられるほぼ全てのパターンを設定できます。特筆すべきはＦａｒｎ

ｓｗａｒｔｈファ‐ンズワース（符号の速度は下げないで単語間のスペースを広くとる練習方法）が可能で、

単語間のスペースを自在に設定できること。速度を次第に早くしたり、遅くしたりも自由自在。符号を最

初に学習するため、最大２０のステップに分けて符号を段階的に練習できるモードがあり、各ステップ

の内容は自由に設定できるようになっている。さらに送信練習モードもあり至れり尽せりのフリーソフト

です。英語のほか、ドイツ語、スウェーデン語のモールスにも対応している。和文対応の可能性を開発

者に伺いましたが、本ソフトは１６Bit 対応のみでわかるように３２ビット対応や新機能の追加するつもり

はないとのコメントがありました。  

以下主な機能をご紹介します。 

ダウンロードサイトからプログラムをダウンロードした ZIP 圧縮されたファイルを解凍すると 

MORSECAT.EXE という自動実行ファイルがありますので、これを実行すればプログラムがインストール

されます。インストールが完了するとできる MORSECAT.EXE がプログラム起動ファイルです。これをダ

ブルクリックしてプログラムを起動します。起動するとメイン画面が表示されます。画面下部のタブを選

んで画面を切り替えます、画面は Main, Check, Editor, Character Set, Send の５種類があります。 

Main 画面では受信練習の画面で、画面上のボタンで各種設定をしてあらゆる種類の受信練習が可能

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 メイン画面 

トーン調整 

スピード調整 

ここにチェックすると設定し

た速度まで下記のインター

バルでスピードアップします 

このインターバル（時間）内

に上記設定スピードまで速

度が上がっていきます 

START：動作開始 

STOP：停止 

EXIT：終了 

ネコが打鍵します！ 

All chars：全キャラクター 

Up to lesson：別途設定する

練習番号を指定 

単語の長さ制限や、単語グ

ループの指定、文字のみ、

コールサイン風のランダム、

等々の設定ができます。 

テキストファイルの

読み込みが可能 

送出された符号の内容 
文字数などを表示 Rhythm： ここでリズムを自由に設定可能

＜詳細本文参照＞ 



 
メイン画面にある Rhythm（リズム）設定によってあらゆる符号のリズムを設定できます。以下リズム設

定の方法と助言； 

 

Ratio ：マークとスペースの比率を変更します。通常は５０。（この状態で短点：スペースが５０：
５０）この数値を５０より大きくすると（たとえば７０の場合、短点：スペース＝７０：３０になる）いわ

ゆる納豆のような粘った符号になります。「トトト」が「ロロロ」と聞こえるようになる。 

逆に５０より小さくしていくと「トトト」が「カッカッカッ」とカスレた符号になります。 

練習ではノーマル設定（５０）にしておくべきでしょう。 

 

Dashes： 長点と短点の比率を変更します。 通常は３００。（この状態で短点：長点＝１：３） 
この数値を大きくすると長点が間延びした、バグキー送信でよく聞くような符号になります。 こ

れも練習ではノーマル設定（３００）にしておきましょう。 

 

Character space：符号間のスペースです。通常は３００。（長点と同じ長さです） 練習の初
期段階で一文字ずつスペースを広げて聞く練習をする場合この数値を大きくすれば OK です。  

            

A～Z がまだ完全にマスターできていない段階では、３アマ受験に合わせて速度を毎分２５文字

（＝２５WPM）にして覚える方がありますが、毎分２５文字という速度は非常に遅いので符号を音

のパターンとしてではなく、点と線の組み合わせで覚えてしまうことがあります。点と線のイメー

ジが頭に入ってしまうと速度が速くなっても一旦点と線にしてからでないと文字認識ができなくな

ってなかなか速度が上がりません。 したがって、初期の段階から比較的早い速度（毎分６０字

～７０字）で符号を音のパターンとして覚えることをお勧めします。（注：受験対策として毎分２５

文字の受信もしておいたほうがよい） 

音のパターンを頭に刷り込む練習として Character space（符号間のスペース）機能でスペー
スを広く取って練習するとよいでしょう。 （この練習法も下記するスペース法に該当します） 

 

Word Space： 単語間のスペースです。 通常は７００。（７短点に相当） 
この数値を大きくすれば、いわゆる Farnsworth（ファーンズワース）法またはスペース法といわ

れる比較的早い符号速度を維持しながら単語間を広くとって単語の認識率を高める練習方法

になります。  

この方法のメリットは、単語を符号（文字）の集まりではなく、ひとつの音のパターンとして認識

する練習となり、欧文モールスの上達には非常によい練習方法です。 

 

MorseCatは好きなテキストファイルを読み込む機能がありますので、よく使う単語１００、５００な

どのファイルを読み込んで、このスペース法で単語の音声パターン認識練習をお勧めします。 

（よく使う単語１００、５００は N0HFFの Art & Skill of Radio Telegraphy の付録に掲載されていま

す。A1 クラブのホームページ www.jarl.com/a1 からリンクを張ってありますので参照ください）  

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

チェック画面： 
送出された内容の確認ができます 

 

編集画面： 
取り込んだファイルの編集ができ

る。Standard ボタンひとつでモー
ルス符号が対応していない記号や

特殊文字を削除して練習用のテキ

ストに変更できます。これは便利！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本製フリーソフトとの比較 
使いやすい受信練習フリーソフトとして有名な CWTW＊との比較： 

（両方とも持っている機能は省略） 

 MorseCat CWTW 

表示 英語、ドイツ語 日本語 

符号の種類 英語、ドイツ語、スウェーデン語 英語、日本語 

音声 ピッチは可変、音の種類は１つ ピッチ可変＋複数の楽器の音色

を Midi で再現 

符号間、語間スペース 調整可 不可 

速度自動化変 可 不可 

CWTW は日本語環境で、和文の練習もでき、いろんな音色が楽しめるので、初心者や和文も練習した

い人はこちらがよいでしょう。 MorseCat はスペース法により効率的な符号習得のレッスンを組むこと

ができますので欧文をこれから覚えたい初心者にもお勧めですし、ワードスペース調整が可能なので

 

 

レッスン編集画面： 
キャラクターセット画面からレッスン

内容編集画面に入ると、レッスンの

内容を自由に編集できます。 

送信練習画面： 
パラレルポートかジョイスティックポ

ートにキーをつないで送信術の練

習も可能。 



欧文の暗記受信を目指す中級者にもお勧めのソフトと思います。 

 
＊（JR4QPV横林氏が開発した DOS版 CWTのWin 版で、さらに機能充実の－PRO（シェアウエア）もあ

る。ダウンロードは作者のホームページ「Yoko's Library」 http://homepage1.nifty.com/jr4qpv/からどう

ぞ。） 

 
 
 
 
 



 

【Pile Up!】 
ソフト種別：コールサイン聞き取り、コンテスト練習用、 

環境：Windows 95/98  

ダウンロード：http://www.babbage.demon.co.uk/pileup.html 

約１．３Mバイトとちょっと重たいファイルをダウンロードしたら、セットアップファイルを実行すると自動的

にインストールされます。  

操作はいたって簡単です。  

まず、画面左上のメニューバーにあるスパナのアイコンをクリックして各種設定を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

スパナをクリックすると 
設定画面が表示される 

・初期速度設定 
・初期トーン設定 
・音量設定 

パイルアップモードで 
同時に呼んでくる局の数 
１～９から選択 

 

設定画面 １ 

設定画面 ２ 

・読込ファイル指定 
実際のコンテストのコール

サインデータが２種類準備

されている。同フォーマット

なら読込可能 

・自分のコールを入力 

・１回の練習で送出される 
コールの数。初期設定５０ 

 



設定画面３はインターネット環境でスコアの交換をする機能なので、通常の練習では設定画面１と２の

設定だけで OK です。 

設定が終わったらメニュバーの Options を開いて動作モードを指定します。 

 

練習モード（Practice mode）：呼んでくる局のコールがそのまま画面に表示されます。聞き流

す場合や手書き受信練習の場合に使います。 

 

競技モード（Competition mode）：呼んでくる局のコールを片っ端から下側の画面にタイプ入

力していきます。１局のコールをタイプするごとにリターンキーを押します。 完全にコピーで

きなくてもコールの一部だけでも入力してリターンします。 全局呼び終わったらコピーの結

果が上側画面に、下側画面には正解率（コピーできた文字数／全送出文字数）と得点と最

高速度が表示されます。 

 

RUFZ モード（DL4MM RUFZ mode）：HST ハイスピード電信の世界選手権の正式種目である

RUFZ という競技の練習用です（RUFZ とはドイツ語でコールサインを意味する単語の略だそ

うです）。パイルアップと異なり１局ずつ順番にコールしてきます。正解すると１WPM速度がア

ップし不正解だと１WPM速度が落ちます。初期速度２５ｗｐｍ、５０局が初期設定値です。 

 

上記いずれのモードも、メニューバーの「CT」ボタンでスタート、「AR」ボタンでストップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

競技モード終了時の画面例 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本製フリーソフトとの比較 
 
パイルアップ競技モードで比較すると、日本が世界に誇る模擬パイルアップソフト JE3MAS高津氏開発

の PED が数段多機能です。PED は複数局がパイルを繰り広げるだけでなく、QRN や QSB を付加する

こともできるまさに実践向きのパイルアップ模擬ソフトと言えましょう。 ただし英語版 DOS 環境で動作

するソフトなので、日本語環境では初期画面で文字化けなどの不具合が出る場合があります。

Windows パソコンで手軽にパイルアップ練習をしたい人は PileUp!をお勧めします。 

 

RUFZ モードで比較すると、日本の CW 界で一世を風靡した（チョッとおおげさ？）コールサイン聞き取り

競技ソフト「TON2」の方が優れています。 TON2 は JA3MKP 岐田氏(SK)、JR3KBU 芦刈氏、JE3SXY

樽本氏、７K4RTH中島氏の共同開発されたもので、ダウンロードはNIFTY SERVE FHAMADのライブラ

リか JA0FVU佐藤氏のホームページ(http://www.ham.or.jp/)からどうぞ。 ５０局順番に呼んできて、正

解で速度アップ、不正解で速度ダウンは RUFZ と同じですが得点計算が TON2 の方がより緻密で自分

がどういうミスをしやすいかの分析までできます。 なお TON2 は MS-DOS（DOS-V 用と NEC ９８シリ

ーズ用がある）上で動作します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

RUFZ モード終了時の画面例 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

TON2 の競技画面例  

 

回答遅延時間、どの部分を間違えたか、速度、正解文字数、誤字、脱

字、冗字、得点 が表示されるので自分のミスの傾向がわかる 



 

【CWget】 
ソフト種別：モールス符号解読、送信符号確認用 

環境：Windows 95/98/NT/2000 CPU AMD 5x86-133 or Pentium-75 以上推奨 

ダウンロード：http://www.dxsoft.com/  

 

UA9OSV が開発したシェアウエアです。全機能使用のためには US$35 で登録が必要ですが基本機能

はフリーで試すことが出来ます。  

ダウンロードした Zip 圧縮ファイルを解凍、Setup ファイルを実行してインストールします。 

 

プログラム実行前の準備として、無線機または CW 練習器のオーディオ出力（Phone または SP 端子）

とパソコンのマイク入力またはライン入力をモノラルケーブルでつなぎます。（受信音を同時にモニタで

きるように２又出力を使用片方はヘッドフォン又は外部スピーカーへ、パソコンへの入力制限用にボリ

ュームを入れておくとよいでしょう） 

 

起動用アイコンまたはＣＷGET.EXEをクリックしてプログラムを起動するとCWgetのメイン画面が表示さ

れます（図参照）、メイン画面は３段構成になっており、上段窓に入力した音声信号の音声スペクトラム、

中段窓に解読結果、下段窓に選択した音声周波数のパルス波形がそれぞれほぼリアルタイムで表示

されます。（これらの窓の大きさはマウス操作で自由に変更できます） 

 

ＣＷ音声を入力すると、画面上段窓にスペクトラムが表示されますので、マウスで目的信号の中心に

【マーカ線】をドラッグ（マウスの左クリックした状態で位置をずらすこと）して持っていくと、下段窓にそ

の周波数におけるパルス波形が現れます。ノイズレベルをできるだけ下げるために入力音声信号レベ

ルを絞り、ノイズ成分を拾わないで長点・短点のみ識別できるレベルに【レベル線】をドラッグ操作で合

わせます。 

 

波形がうまく現れない場合は、パソコンのオーディオの設定でボリュームコントロール⇒オプション⇒プ

ロパティー⇒音量の調整 を開き「録音」を選択しＯＫで recording control のマイクボリュームを選択、

音量を調整してみましょう。 

 

画面上段ファンクションキーの AutoGTM をクリックしておくと常に一番強力な信号に【マーカ線】が自

動的に動いてくれます。 

OnTop をクリックしておくと常に一番上に表示されますので、ハムログなどと同時に使うときなどに便

利です。 

画面下には、マーカ線が示す部分の音声周波数が Hz で表示されますので、いつも自分がつかうピッ

チにゼロインするための道具にもなります。 

その横には、解読している符号の速度が LPM(文字／分)と WPM（語／分）の両方で表示されます。 

このソフトは実際の QSO の補助として使えるように工夫がしてありますが、HF 帯ではノイズ、混信など

のため正確なデコードは望めません。人間に勝るデコーダーはないと思います。（そこが他のデジタル

モードと違うところで CW の魅力でもあります） 自分の送信練習の確認用として利用価値のあるソフト

としてお勧めします。 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
CWget には欧文モールス（インターナショナルコード＝英語）とロシア語が標準メニューとしてセットされ

ていますが、ユーザー定義のファイルが読み込めるようになっていますので、この機能を利用して和文

の解読にも使用できます。 

ユーザー定義ファイルはテキストファイルですからウインドウズのメモ帳やワードパッドであらかじめ作

成しておきます。添付の和文用のユーザー定義ファイルの例を参考にしてください。保存ファイル名は

半角英数で、拡張子は CWG にします。 （例えば WABUN.CWG）  

メイン画面の Setup から User-defined Charset を選択するとファイル選択画面が出ますのでそこで先

ほど準備したWABUN.CWG を指定して読み込みます。 

この状態で和文モールスを受信してもカタカナが表示されない場合は、Setup から User－define を選

択すると Steup の RX Window Font Setup をクリックしてフォントの選択画面で 日本語が表示できる

フォント（明朝やゴシックなど）に変更をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【マーカ】  

これを目的信号

に合わせる 

②【レベル】 

これを調整してノ

イズを拾わないレベ

ルにする 

③【解読結果】 

①と②を適切に設

定するとここに解読結

果が表示される 

マーカが選択してい

る周波数を表示 

符号の速度を文字/

分と語/分で表示 

CWget の表示例 



  

 
 

 
  
和文対応ユーザー定義ファイルの例 （テキストで作成、拡張子は CWG） 

; CWget 和文用ファイルです 

; 使用の際はCWgetのfontの設定を明朝かゴシックの「日本語」に設定してください 

; Max len of CW-symbols is 7 elements (dots and dashes) 

; ==================================== 

 . ﾍ 

 - ﾑ 

 .. ゛ 

 .- ｲ 

 -. ﾀ 

 -- ﾖ 

 ... ﾗ 

 ..- ｳ 

 .-. ﾅ 

 .-- ﾔ 

 -.. ﾎ 

 -.- ﾜ 

 --. ﾘ 

 --- ﾚ 

 .... ﾇ 

 ...- ｸ 

 ..-. ﾁ 

 ..-- ﾉ 

 .-.. ｶ 

 .-.- ﾛ 

 .--. ﾂ 

 .--- ｦ 

 -... ﾊ 

ユーザー定義ファイ

ルの選択 

和文の場合はここで

日本語表示可能な

フォントを選択 

和文の解読時の設定変更 



 -..- ﾏ 

 -.-. ﾆ 

 -.-- ｹ 

 --.. ﾌ 

 --.- ﾈ 

 ---. ｿ 

 ---- ｺ 

 --.-- ｱ 

 -.--- ｴ 

 .-... ｵ 

 -.-.. ｷ 

 -.-.- ｻ 

 --.-. ｼ 

 ---.- ｽ 

 .---. ｾ 

 .-.-- ﾃ 

 ..-.. ﾄ 

 --..- ﾋ 

 ..-.- ﾐ 

 -...- ﾒ 

 -..-. ﾓ 

 -..-- ﾕ 

 -.--. ﾙ 

 .-.-. ﾝ 

 ..... 5 

 ....- 4 

 ...-- 3 

 ..--- 2 

 .---- 1 

 -.... 6 

 --... 7 

 ---.. 8 

 ----. 9 

 ----- 0 

 ...-. [ﾗﾀ] 

 ..--.. ? 

 ..--. ゜ 

 -.--.- ( 

 .-..-. ) 

 .-.-.- . 

 .-.-.. , 

 -..--- [ﾎﾚ] 

 .--.- ｰ 

 
 
日本製フリーソフトとの比較 

 

ＷＩＮ＿ＣＷ  電信印字ソフト(JG1HYH 作)は Windows 3.1/95/98 で動作するソフトで、Cwget との比較

を下記にまとめました； 

 



 CWget WIN_CW 

入力音声帯域制限 複数の BPF 設定可 特になし 

入力信号スペクトラム表示 あり なし 

信号パターン表示 受信パルスのリアルな形状表示

（オシロで受信パルスを表示し

ているようなイメージ） 

閾値以上を実線で表示 

（印字機で打ち出したようなイメ

ージ） 

QRN、QRM、QSB に対して 人間には到底及ばないが、各種

設定である程度効果あり。 

弱い。高 S/N 必要。 

癖のある符号に対して 弱い。 強い。 

欧文・和文切り替え ファイル読込、フォント設定必要 画面上のボタンで簡単切り替え

プログラム 重い 軽い 

 
以上のように、WIN_CWは非常に軽いプログラムですが、S/Nさえよければ解読率も高く、印字機のよう

な画面表示をしてくれますので、縦振り電鍵の打鍵練習用にもってこいのソフトです。CWget はスペア

ナ機能を使ってゼロイン設定ができますので実際の QSO の補助として使ってみると面白いでしょう。い

ずれにしても、QRN、QRM、QSB 環境下では人間の五感を駆使した解読に勝るものではありません。

（高 S/N 時の超高速電信の解読は別） 

 

WIN_CW の概要は本誌２００２年５月号 p.52～53 で紹介されています。 

 

 

 
 

【参考】 
 
●モールス関連プログラムのライブラリー● 

ここから多種多様なＣＷ関連プログラムを探して試してください！ 

http://ac6v.com/morseprograms.htm 

 

ここもチェックしましょう！ 

http://www.vector.co.jp/vpack/filearea/win/home/ham/cw/index.html 


